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Ⅰ. 調査事業の概要 

１ 背景と目的 

令和元年度に、厚生労働省が策定した日本人の食事摂取基準（2020 年版）（以

下「食事摂取基準2020」という。）を踏まえて、消費者庁では「栄養素等表示基

準値の改定に関する調査事業」を実施し、報告書を公表した。その中で、ビタミ

ンＤについては、未成年者の過剰摂取を防止する観点から、ビタミンＤを含む食

品の摂取状況を把握した上で、食事摂取基準2020に基づく栄養素等表示基準値の

変更の要否を検討する必要があるとの指摘があった。 

ついては、本調査事業では、未成年者におけるビタミンＤを含む一般食品、栄

養機能食品等（以下「ビタミンＤを含む加工食品」という。）の摂取状況等を把

握し、今後の栄養素等表示基準値変更の要否の検討のための基礎資料を得ること

を目的とした。 

 

２ 事業内容 

（１） 調査内容 

検討会を設置し、調査の企画及び解析の検討を行った。 

・ ビタミンＤを含む加工食品に関する製品情報調査 

・ 未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品の摂取状況調査 

・ 事業者におけるビタミンＤを含む加工食品の利用状況等に関する調査 

 

（２） 主な検討事項 

本検討会における主な検討事項は次のとおりとした。 

・ 未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品の摂取状況調査の実施方法に

関する検討 

・ 摂取状況調査結果に基づく年齢階級別の摂取量等に関する検討 

・ 報告書の取りまとめの検討 

 

（３） 検討体制 

本事業の検討に当たっては、令和元年度「栄養素等表示基準値の改定に関する

調査事業」における検討委員を始め、今回の論点であるビタミンＤ、食事調査、

食品表示制度の専門家からなる検討会を設置した。  

所属・役職 氏名 

東京農業大学 農生命科学研究所 教授 石見 佳子 

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 

国立健康・栄養研究所 栄養疫学・食育研究部 部長 
瀧本 秀美 

神戸学院大学 栄養学部 公衆栄養・衛生学部門 教授 〇 田中 清 

東京家政学院大学 人間栄養学部 人間栄養学科  

学部長 教授（栄養政策学研究室） 
田中 弘之 

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 

国立健康・栄養研究所 食品保健機能研究部 部長 
千葉 剛 

                           〇印 検討会座長 



 2 
 

  

３ 全体スケジュール 

  

時期 主な内容 

令和２年 

８月～９月 

● ビタミンＤを含む加工食品に関する製品情報調査 

10～11月 

 

 

 

● 第１回検討会の開催（令和２年 10月８日）  

１ 関連事業等の経緯 

２ 本検討会での主な検討事項           

３ 調査内容と進捗状況等 

（１） 製品情報調査 

（２） 未成年者における摂取状況調査（案） 

（３） 事業者における利用状況等に関する調査（案）                  

４ 報告書骨子（案）                               

５ 全体スケジュール                                   

● 未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品の摂取状況調査 

ウェブアンケート実施 

12月～ 

令和３年１月 

● 事業者におけるビタミンＤを含む加工食品の利用状況等に関

する調査 

● 未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品の摂取状況調査

の集計解析 

● 摂取状況調査結果の検討会委員等への回付 

２月 ● 第２回検討会の開催（令和３年２月５日） 

１ 摂取状況調査結果に基づく年齢階級別の摂取量等に関す

る評価検討 

２ 報告書（案）取りまとめの検討 

３月 ● 報告書の取りまとめ 
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Ⅱ. 調査の方法及び結果 
調査１ ビタミンＤを含む加工食品に関する製品情報調査 

１ 調査方法 

（１） 調査対象 

外食、インストア加工品等を除く一般用加工食品を対象として製品情報調査

を行った。 

製品情報調査は、世界各国の製品情報を収集し構築されたデータベースであ

る、株式会社ミンテルジャパンによる「世界新商品情報データベース（Global 

New Products Database）」を用いた。令和２年９月時点、「世界新商品情報デ

ータベース」における日本の製品情報は、食品企業 128社、化粧品企業 106社、

ヘルスケア企業 25 社からニュースリリースされた製品情報を随時収集したも

のであった。 

本調査では、「世界新商品情報データベース」に掲載された製品のうち、製

造者及び販売地域が日本の製品で、データベースへの掲載時期が平成 27 年４

月～令和２年７月（約５年間）の製品情報を対象とした。 

 データベース情報から栄養成分表示にビタミンＤが表示されている製品情

報を抽出し、旧パッケージ製品（リニューアル前の製品情報）、ビタミンＤ含

有量が一定量未満（食品 100g（液状食品では 100ml）当たり 0.55μg未満）の

製品、乳児用調整乳を除外した製品を「５年間製品情報」とした。 

 

（２） 調査項目 

 製品のパッケージ写真及び栄養成分表示欄から、食品表示制度別及び食品

群別に整理し、その製品の表示値等の特徴をまとめた。 

【食品表示制度別の区分】  

・一般食品 

・栄養機能食品（ビタミンＤ又は、ビタミンＤ及びその他の栄養成分） 

・栄養機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分） 

・特定保健用食品又は機能性表示食品 

【食品群別の区分】 

・サプリメント類（錠型、錠菓、グミ状等） 

・穀類（シリアル、即席めん等） 

・乳製品類（乳飲料、ヨーグルト、チーズ等） 

・菓子類（チョコ、クッキー、スナック、キャンディ等） 

・し好飲料類（ゼリー飲料、粉末飲料、その他の飲料） 

・調味料類・油脂類（だし、食用油、ドレッシング等） 

・調理加工食品類（レトルト食品等） 

・フォローアップミルク 

・濃厚流動食又は介護向け食品※ 
  ※医師、管理栄養士等の指導に基づき使用することを推奨する主に高齢者向けの食品  
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２ 調査結果 

（１） 「５年間製品情報」から確認された、食品群別・食品表示制度別の製

品数と製品合計数に占める割合 

平成 27年４月～令和２年７月末に「世界新商品情報データベース」に掲載さ

れ、栄養成分表示にビタミンＤが表示されている製品情報は 961件で、「５年間

製品情報」は 475件であった。 

食品群別にみると、「し好飲料類」が最も多く（33.1％）、次いで、「穀類」

（16.8％）、「サプリメント類」（13.9％）が多かった。 

食品表示制度別にみると、「一般食品」（58.5％）が最も多く、次いで、「栄養

機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分）」（21.1％）、「栄養機能食品（ビタミン

Ｄ又は、ビタミンＤ及びその他の栄養成分）」（17.1％）、「特定保健用食品又は

機能性表示食品」（3.4％）の順であった。 
 

表１：「５年間製品情報」から確認された、食品群別・食品表示制度別の 

製品数と製品合計数に占める割合 
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総
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養
機
能
食
品 

（
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タ
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Ｄ
又
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、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
及
び
そ

の
他
の
栄
養
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分
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栄
養
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養
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能
性
表
示
食
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製品数 ％ 製品数 ％ 製品数 ％ 製品数 ％  製品数 ％ 

サプリメント類 66 13.9 24 5.1 10 2.1 24 5.1 8 1.7 

穀類 80 16.8 51 10.7 17 3.6 9 1.9 3 0.6 

乳製品類 46 9.7 28 5.9 14 2.9 4 0.8 0 0.0 

菓子類 65 13.7 36 7.6 4 0.8 24 5.1 1 0.2 

し好飲料類 157 33.1 112 23.6 20 4.2 21 4.4 4 0.8 

調味料類・油脂類 3 0.6 2 0.4 1 0.2 0 0.0 0 0.0 

調理加工食品類 11 2.3 9 1.9 2 0.4 0 0.0 0 0.0 

フォローアップミルク 4 0.8 4 0.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

濃厚流動食又は介護向け

食品 
43 9.1 12 2.5 13 2.7 18 3.8 0 0.0 

製品合計数 475 100.0 278 58.5 81 17.1 100 21.1 16 3.4 
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（２） 一般食品における食品群別の表示値等の特徴 

 一般食品におけるビタミンＤの表示値において、最も多い含有量を示してい

たのは「サプリメント類」及び「し好飲料類」で、それぞれ 30.0μg の製品で

あった。 

 

表２：一般食品における食品群別の表示値等の特徴 

食品群 製品数 一般食品における食品群別の製品表示の特徴 

サプリメント類 24 

製品記載のビタミンＤ含有量は 0.5μg～30.0μg であった。 

最も含有量が多い製品は、製品名にビタミンＤを表示したもので

あった。 

穀類 51 製品記載のビタミンＤ含有量は 0.43μg～26.3μg であった。 

乳製品類 28 

製品記載のビタミンＤ含有量は 0.3μg～8.5μg であった。 

最も含有量が多い製品は、１日分のビタミンＤとカルシウムを

含む旨（事業者が独自に規定した基準によるもの）を表示した

ものであった。 

菓子類 36 製品記載のビタミンＤ含有量は 0.4μg～6.4μgであった。 

し好飲料類 112 製品記載のビタミンＤ含有量は 0.2μg～30.0μg であった。 

調味料類・油脂

類 
2 製品記載のビタミンＤ含有量は 0.17μg～2.3μg であった。 

調理加工食品類 9 製品記載のビタミンＤ含有量は 2.7μg～6.0μgであった。 

フォローアップ 

ミルク 
4 

製品記載のビタミンＤ含有量から１日分 50gとして換算する

と、ビタミンＤ含有量は 2.5μg～3.6μg であった。 

摂取対象としては生後９か月頃から３歳までの乳幼児における

摂取量を表示している製品であった。 

濃厚流動食又は

介護向け食品 
12 製品記載のビタミンＤ含有量は 4.5μg～20.0μg であった。 

合計 278  
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（３） 栄養機能食品（ビタミンＤ又は、ビタミンＤ及びその他の栄養成分）

における食品群別の製品表示の特徴 

 栄養機能食品（ビタミンＤ又は、ビタミンＤ及びその他の栄養成分）におけ

るビタミンＤの表示値は、栄養機能食品（ビタミンＤ）の規格基準の範囲内（下

限値 1.65μgから上限値 5.0μg）であった。 

 

表３：栄養機能食品（ビタミンＤ又は、ビタミンＤ及びその他の栄養成分）における 

食品群別の製品表示の特徴 

食品群 製品数 
栄養機能食品（ビタミンＤ又は、ビタミンＤ及びその他の栄養成

分）における食品群別の製品表示の特徴 

サプリメント類 10 

１日当たりの摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 2.0μg～

4.4μg であった。 

製品名にカルシウムと表示し、栄養成分の機能はビタミンＤとカル

シウムに係る表示事項を表示したもの、又はそれらに加えて他のビ

タミン若しくはミネラルに係る表示事項を組み合わせて表示したも

のであった。その他、製品名にマルチビタミン、ミネラル等と表示

し、栄養成分の機能は複数のビタミンとミネラルに係る表示事項を

組み合わせたものであった。 

穀類 17 

１日当たりの摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 1.65μg～

4.2μg であった。 

栄養成分の機能は、ビタミンＤに加えてビタミンＢ1、鉄に係る表示

事項を表示したもの又はビタミンＤに加えてビタミンＥ、カルシウ

ム若しくは鉄に係る表示事項を組み合わせて表示したものであっ

た。 

乳製品類 14 

１日当たりの摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 1.7μg～

5.0μgであった。 

栄養成分の機能は、ビタミンＤに係る表示事項を表示したもの又は

ビタミンＤに加えてビタミンＢ1、ビタミンＢ2、カルシウム若しく

は鉄に係る表示事項を組み合わせて表示したものであった。 

菓子類 4 

１日当たりの摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 2.1μg～

4.2μg であった。 

栄養成分の機能は、ビタミンＤに加えてカルシウム又は鉄に係る表

示事項を組み合わせて表示したものであった。 

し好飲料類 20 

１日当たりの摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 1.7μg～

4.9μg であった。 

栄養成分の機能は、ビタミンＤに係る表示事項を表示したもの又は

ビタミンＤに加えてビタミンＥ、ビタミンＢ1、カルシウム若しくは

鉄に係る表示事項を組み合わせて表示したものであった。 

調味料類・油脂

類 
1 

１日当たりの摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 4.0μgであ

った。 

調理加工食品類 2 

１日当たりの摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 3.2μg～

4.0μgであった。 

栄養成分の機能は、ビタミンＤに係る表示事項を表示したもの又は

ビタミンＤに加えてカルシウムに係る表示事項を表示したものであ

った。 

濃厚流動食又は

介護向け食品 
13 

１日当たりの摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 3.6μg～4.0

μgであった。 

栄養成分の機能は、ビタミンＤに係る表示事項を表示したもの又は

ビタミンＤに加えてビタミンＥを表示したものであった。 

合計 81  
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（４） 栄養機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分）における食品群別の製品

表示の特徴 

栄養機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分）におけるビタミンＤの表示値は、

「サプリメント類」の１日当たりの摂取目安量当たり 17.0μgが最も多く、「栄

養機能食品（ビタミンＤ）」の上限値（5.0μg）を超える製品が複数確認された。 

 

表４：栄養機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分）における食品群別の製品表示の特徴 

食品群 製品数 
栄養機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分）における食品群別

の製品表示の特徴 

サプリメント類 24 

１日摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 1.8μg～17.0μg

であった。 

栄養成分の機能は、ビタミンＣ、ビオチン、カルシウム、鉄及

び亜鉛等に係る表示事項を表示したもの又は製品名にマルチビ

タミン・ミネラル等と表示し、栄養成分の機能は複数のビタミ

ンとミネラルに係る表示事項を組み合わせたものであった。 

一部の製品では栄養機能食品の表示が後面に表示されていた。 

穀類 9 

１日摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 0.85μg～4.56μg

であった。 

栄養成分の機能は、ビタミンＥ、ビタミンＢ1、ビタミンＢ6、ビ

タミンＢ12、葉酸、カルシウム及び鉄に係る表示事項を組み合わ

せて表示したものであった。 

乳製品類 4 

１日摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 4.5μg～8.5μg で

あった。 

栄養成分の機能は、カルシウムに係る表示事項を表示したもの

であった。 

菓子類 24 

１日摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 0.45μg～5.1μg

であった。 

栄養成分の機能は、カルシウムと鉄に係る表示事項を表示した

もの又はビタミンＥとビタミンＢ２を表示したものであった。 

し好飲料類 21 

１日摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 1.2μg～10.3μg

であった。 

栄養成分の機能は、ビオチンに係る表示事項を表示したもの、

鉄に係る表示事項を表示したもの、又は複数のビタミンとミネ

ラルに係る表示事項を組み合わせたものであった。 

濃厚流動食又は

介護向け食品 
18 

１日摂取目安量当たりのビタミンＤ含有量は 0.7μg～１.2μg

であった。 

栄養成分の機能は、亜鉛又は亜鉛と銅に係る表示事項を表示し

たものであった。 

合計 100  
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（５） 特定保健用食品又は機能性表示食品における食品群別の製品表示の特

徴 

 特定保健用食品又は機能性表示食品におけるビタミンＤの表示値は、「サプ

リメント類」の 20.0～54.0μgの幅表示をした製品が最も含有量が多く、栄養

機能食品（ビタミンＤ）の上限値（5.0μg）を超える製品が複数確認された。 

 

表５：特定保健用食品又は機能性表示食品における食品群別の製品表示の特徴 

食品群 製品数 
特定保健用食品又は機能性表示食品における食品群別の製品表

示の特徴 

サプリメント類 8 

全てが機能性表示食品であり、１日当たりの摂取目安量当たり

のビタミンＤ含有量は 1.65μg～54.0μgであった。 

最も含有量が多いのは 20.0～54.0μgの幅表示をしたものであ

った。 

当該食品が有する機能性に係る表示は、中高年や高齢者を対象

とした骨成分の維持、筋力のサポート、膝軟骨の柔軟性・可動

性のサポート、記憶力の維持であった。 

穀類 3 

全てが機能性表示食品であり、１日当たりの摂取目安量当たり

のビタミンＤ含有量は 1.1μg～1.4μg であった。 

当該食品が有する機能性に係る表示は、腸内環境改善であっ

た。 

菓子類 1 

当該食品は機能性表示食品であり、１日当たりの摂取目安量当

たりのビタミンＤ含有量は 2.1μg であった。 

当該食品が有する機能性に係る表示は、脂肪の吸収を抑える、

糖の吸収を穏やかにする、おなかの調子を整えるであった。 

し好飲料類 4 

特定保健用食品、機能性表示食品がそれぞれ２品であった。 

１日当たりのビタミンＤ含有量は、特定保健用食品はいずれも

2.4μg、機能性表示食品は 5.0μg～35.0μgであった。 

なお、特定保健用食品において保健の用途はコレステロールが

高めの方向け製品であり、関与成分はビタミンＤではなかっ

た。 

また、機能性に係る表示は、中高年を対象とした加齢によって

衰える筋肉の合成のサポート、疲労感の軽減であった。 

合計 16  
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調査２ 未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品の摂取状況調査 

１ 調査方法 

（１） 調査対象 

摂取状況調査は、ＧＭＯリサーチ株式会社によるモニターアンケートを用い

て、ウェブサイトからのアンケート回答により実施した。回答者は、調査につ

いて同意を得たアンケートモニターのうち、未成年者の保護者又は本人（15～

17歳のみ回答可）とした。なお、複数の子を持つ保護者の場合には長子に関

する回答とした。 

また、アンケートモニターのうち、「ビタミンＤを含む加工食品を摂取した

者」を条件とし、食事摂取基準 2020における年齢６区分（３～５歳、６～７

歳、８～９歳、10～11歳、12～14歳、15～17歳）と性別でそれぞれ 400人、

計 4,800人を回収目標とした。なお、０～２歳は、授乳・離乳期であるため、

摂取状況調査の対象に含めなかった。 

 

（２） 調査項目 

ア アンケート設計 

１の製品情報調査の結果から、ビタミンＤは様々な加工食品において含有量

が表示されていることが明らかになった。摂取状況調査の設問においてビタミ

ンＤを含む加工食品と提示した場合、サプリメント類のみを想起する懸念があ

るため、本調査では、食品群別に具体的な製品例（製造企業名、製品名、製品

正面写真）及び製品記載の摂取目安量を提示し、最近１週間の食生活における

摂取の有無及びその頻度を問う形式とした。製品例に当てはまるものがない場

合は、自由記入欄に具体的な製品名と摂取頻度を記入する形式とした。 

また、ビタミンＤを含む加工食品を摂取したと回答した者に対しては、摂取

に関する意識等を質問した。 

 

イ ビタミンＤ摂取状況調査の設問に掲載した製品例の選定方法 

摂取状況調査の設問に提示した製品例は、「５年間製品情報」のうち、原則

として、栄養機能食品（ビタミンＤ）の１日当たりの摂取目安量の下限値であ

る 1.65㎍以上の製品で、かつ未成年者が摂取すると考えられるような一般食

品、栄養機能食品を中心に、製品数の多い９つの食品群別（サプリメント類、

ビタミンＤ強化グミ類、菓子類、ヨーグルト類、乳飲料類、シリアル類、ゼリ

ー飲料類、粉末飲料・粉末スープ類、その他の飲料類）から 10製品を上限と

して選定した。各食品群において同一製品ブランドが複数ある場合は、同一製

品ブランドから３品を上限とした。子ども用を示唆させる製品は栄養機能食品

の下限値の半量である 0.83μg以上とした。 

調査の目的を勘案し、フォローアップミルク、濃厚流動食又は介護向け食

品、妊産婦又は授乳婦向け製品、置き換え式ダイエット用食品、プライベート

ブランド品、大手通販ウェブサイトや店頭での販売が確認できない商品は除外

した。 

ただし、前述要件の例外として、ビタミンＤの含有量や販売状況等を考慮し

て、次のⅰ）～ⅲ）の製品については、製品例に選定した。 
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ⅰ） 前述の「５年間製品情報」に掲載のない製品であっても、ブランド名の

確立した製品はパッケージ改変が少ない傾向があることから、食品群別に

おける主要製品は製品例として選定した。 

ⅱ） 同一製品ブランドではあるものの、成人向けと子ども向け、特定保健用

食品と一般食品など、含有量が大幅に異なる製品は、含有量の少ない子ど

も向け食品を摂取したにも関わらず、含有量の多い成人向け食品をアンケ

ートで選択した場合に過大申告となる。このような製品においては、含有

量の少ない（又は含まない）製品を並べて掲載した。 

ⅲ） 肝油製品は、未成年者が継続的に摂取する可能性のあるビタミンＤを含

む加工食品であり、製品の種類としては栄養機能食品、一般食品の他、医

薬品が確認された。代表的な製品が医薬品であることから製品例に選定し

た。 

 

（３） 集計 

ア 集計除外基準 

  ウェブアンケート調査においては、入力内容に疑義のあるケースが生じるこ

とから、次の集計除外基準を設定した。 

（除外基準）  

・アンケートに掲載した製品例について、１つ以上の食品群において全ての製

品を摂取したと回答した者 

 

イ 集計区分 

食事摂取基準 2020における年齢区分に応じて調査結果を集計するため、①

３～５歳、②６～７歳、③８～９歳、④10～11歳、⑤12～14歳、⑥15～17歳

の性・年齢階級別に集計を行った。 

  ９つの食品群は製品の類似性等の理由から７つの食品群（サプリメント類

（ビタミンＤ強化グミ類を含む）、菓子類、乳製品類（ヨーグルト類・乳飲料

類）、シリアル類、ゼリー飲料類、粉末飲料・粉末スープ類、その他の飲料

類）に集約し集計した。 

  

ウ ビタミンＤを含む加工食品からのビタミンＤ摂取量の算出 

ビタミンＤを含む加工食品からのビタミンＤ摂取量は、「摂取有り」と回答

された製品について、「製品記載のビタミンＤ含有量」に回答で得られた「最

近１週間の摂取頻度」を乗じて算出し、全ての製品のビタミンＤ摂取量を加算

して７日で除することで、ビタミンＤを含む加工食品からの１人・１日当たり

のビタミンＤ摂取量を算出した。なお、当該製品の表示値が、下限及び上限に

よる幅表示の場合は中央値を用いることとし、同一製品ブランドの栄養成分が

異なる場合は平均値とした。また、自由記入欄に記載された製品については当

該製品を探索し、ビタミンＤ含有量が確認できた場合、当該製品の栄養成分値

を用いて摂取量を算出した。 
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エ 耐容上限量を超えて摂取する者 

食事摂取基準 2020 では、「耐容上限量は、健康障害をもたらすリスクがない

とみなされる習慣的な摂取量の上限として定義され、これを超えて摂取すると、

過剰摂取によって生じる潜在的な健康障害のリスクが高まると考える」と記述さ

れている。耐容上限量は、本来避けるべき量であるが、過剰摂取の基準がないこ

とから、本調査では、健康障害リスクが特に懸念される耐容上限量を超える者に

着目して検討を行った。 
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 ２ 調査結果 

（１） 集計客体 

「３～17歳の子の保護者」又は「15～17歳」として事前登録されたウェブモ

ニター59,657人に対してウェブアンケートを実施し、9,478人の回答を得た（実

施期間：令和２年 11月 24日～26日の３日間）。 

集計客体（調査人数）は、入力不備、集計除外を除いた 8,978人とした。 

 

 

 

表６：集計客体における子の性・年齢階級別集計（人） 

年齢層 全体 男性 女性 

３～５歳 1,453 732 721 

６～７歳 1,446 734 712 

８～９歳 1,480 728 752 

10～11 歳 1,502 703 799 

12～14 歳 1,554 743 811 

15～17 歳 1,543 766 777 

合計 8,978 4,406 4,572 

 

 

（２） 集計客体 8,978人におけるビタミンＤを含む加工食品の摂取の状況 

未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品を１製品以上摂取した者（以下

「摂取者」という。）は、8,978人のうち 4,100人（45.7％）であった。 

  

回答者合計 9,478人

集計客体 8,978人

入力不備

・現在子なし、回答された子が年齢対象外、回答未完了（472人）

集計除外

・１つ以上の食品群で全て摂取したと回答した者（27人）

・自由記入欄に子と同居していないと記入した者（１人）
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（３） 未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品摂取状況の解析結果 

ア 性・年齢階級別、摂取食品群別のビタミンＤを含む加工食品の摂取状況 

ビタミンＤを含む加工食品を摂取していると回答した者の割合は、男女とも

に全年齢層において「シリアル類」が最も多く、次いで、男性の３～５歳、６

～７歳、８～９歳では「乳製品類」、10～11歳、12～14歳では「粉末飲料・

粉末スープ類」、15～17歳では「菓子類」であり、女性の 15～17歳では「菓

子類」が、その他の年齢階級では「乳製品類」が多かった。 

 
表７：性・年齢階級別、摂取食品群別のビタミンＤを含む加工食品の摂取状況 

性・年齢

（歳） 

調査 

人数 

（人） 

サプリ 

メント類 
菓子類 乳製品類 シリアル類 

粉末飲料・ 

粉末スープ

類 

ゼリー 

飲料類 

その他の 

飲料類 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

全

体 

全年齢 8,978 848 9.4 1,379 15.4 1,830 20.4 2,417 26.9 1,511 16.8 875 9.7 728 8.1 

3-5 1,453 134 9.2 230 15.8 337 23.2 393 27.0 203 14.0 99 6.8 99 6.8 

6-7 1,446 152 10.5 200 13.8 317 21.9 413 28.6 242 16.7 98 6.8 100 6.9 

8-9 1,480 124 8.4 161 10.9 301 20.3 414 28.0 246 16.6 109 7.4 114 7.7 

10-11 1,502 141 9.4 199 13.2 294 19.6 389 25.9 289 19.2 128 8.5 107 7.1 

12-14 1,554 134 8.6 266 17.1 301 19.4 422 27.2 273 17.6 210 13.5 137 8.8 

15-17 1,543 163 10.6 323 20.9 280 18.1 386 25.0 258 16.7 231 15.0 171 11.1 

男

性 

全年齢 4,406 437 9.9 723 16.4 951 21.6 1,171 26.6 857 19.5 477 10.8 374 8.5 

3-5 732 71 9.7 116 15.8 168 23.0 194 26.5 121 16.5 45 6.1 51 7.0 

6-7 734 71 9.7 98 13.4 172 23.4 199 27.1 133 18.1 46 6.3 49 6.7 

8-9 728 64 8.8 89 12.2 173 23.8 200 27.5 130 17.9 72 9.9 56 7.7 

10-11 703 73 10.4 106 15.1 146 20.8 186 26.5 154 21.9 71 10.1 54 7.7 

12-14 743 71 9.6 142 19.1 150 20.2 206 27.7 169 22.7 123 16.6 76 10.2 

15-17 766 87 11.4 172 22.5 142 18.5 186 24.3 150 19.6 120 15.7 88 11.5 

女

性 

全年齢 4,572 411 9.0 656 14.3 879 19.2 1,246 27.3 654 14.3 398 8.7 354 7.7 

3-5 721 63 8.7 114 15.8 169 23.4 199 27.6 82 11.4 54 7.5 48 6.7 

6-7 712 81 11.4 102 14.3 145 20.4 214 30.1 109 15.3 52 7.3 51 7.2 

8-9 752 60 8.0 72 9.6 128 17.0 214 28.5 116 15.4 37 4.9 58 7.7 

10-11 799 68 8.5 93 11.6 148 18.5 203 25.4 135 16.9 57 7.1 53 6.6 

12-14 811 63 7.8 124 15.3 151 18.6 216 26.6 104 12.8 87 10.7 61 7.5 

15-17 777 76 9.8 151 19.4 138 17.8 200 25.7 108 13.9 111 14.3 83 10.7 

 

※ 過大申告と思われる回答であっても除外せずに集計したもの。 
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イ 性・年齢階級別、食品群別のビタミンＤを含む加工食品からのビタミンＤ

摂取量の平均値 

性・年齢階級別にみると、多少の違いはあるものの、男女ともに全年齢層で

「サプリメント類」が最も多かった。 
 

表８：性・年齢階級別、食品群別のビタミンＤを含む加工食品からの 

ビタミンＤ摂取量の平均値 

（μg/日） 

 

※ 過大申告と思われる回答であっても除外せずに集計したもの。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

性・年齢

（歳） 

調査 

人数 

（人） 

サプリ 

メント

類 

菓子類 
乳製品

類 

シリアル 

類 

粉末飲料 

・粉末 

スープ類 

ゼリー 

飲料類 

その他の 

飲料類 

全

体 

全年齢 8,978 0.7 0.1 0.4 0.3 0.3 0.2 0.2 

3-5 1,453 0.4 0.1 0.4 0.3 0.2 0.1 0.1 

6-7 1,446 0.7 0.1 0.5 0.3 0.2 0.1 0.2 

8-9 1,480 0.6 0.1 0.5 0.3 0.2 0.3 0.2 

10-11 1,502 0.6 0.1 0.4 0.3 0.3 0.2 0.1 

12-14 1,554 0.8 0.1 0.5 0.3 0.3 0.3 0.2 

15-17 1,543 0.8 0.2 0.4 0.3 0.5 0.4 0.3 

男

性 

全年齢 4,406 0.8 0.2 0.5 0.3 0.4 0.3 0.3 

3-5 732 0.4 0.2 0.4 0.3 0.2 0.1 0.2 

6-7 734 0.7 0.1 0.5 0.3 0.3 0.1 0.2 

8-9 728 0.7 0.1 0.6 0.3 0.2 0.5 0.2 

10-11 703 0.7 0.1 0.5 0.4 0.3 0.2 0.2 

12-14 743 1.2 0.2 0.6 0.3 0.4 0.4 0.3 

15-17 766 1.0 0.3 0.6 0.4 0.7 0.6 0.5 

女

性 

全年齢 4,572 0.5 0.1 0.4 0.3 0.2 0.2 0.2 

3-5 721 0.4 0.1 0.4 0.2 0.1 0.1 0.1 

6-7 712 0.7 0.1 0.4 0.3 0.2 0.1 0.2 

8-9 752 0.5 0.1 0.3 0.3 0.2 0.1 0.2 

10-11 799 0.4 0.1 0.4 0.3 0.2 0.1 0.1 

12-14 811 0.4 0.1 0.4 0.3 0.2 0.2 0.2 

15-17 777 0.7 0.1 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 
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ウ 性・年齢階級別のビタミンＤを含む加工食品からのビタミンＤ摂取量の平

均値、標準偏差及びパーセンタイル値 

 

表９：全対象者（8,978人）における性・年齢階級別のビタミンＤを含む加工食品からの 

ビタミンＤ摂取量の平均値、標準偏差及びパーセンタイル値 
（μg/日） 

 

 ※ 過大申告と思われる回答であっても除外せずに集計したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢 

（歳） 

調査 

人数 

（人） 

平均値 
標準

偏差 

パーセンタイル値 

1 5 10 25 50 75 90 95 99 最大値 

全

体 

全年齢 8,978 2.3  9.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4  4.5  9.8  37.1  386.9  

3-5 1,453 1.7  5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4  3.8  7.4  21.1  106.1  

6-7 1,446 2.1  8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5  4.1  8.1  34.4  168.9  

8-9 1,480 2.2  12.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2  3.5  6.5  36.9  386.9  

10-11 1,502 2.0  6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4  4.5  10.1  29.6  90.7  

12-14 1,554 2.5  9.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4  5.0  11.7  42.1  210.0  

15-17 1,543 3.1  11.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5  7.0  13.8  50.5  220.6  

男

性 

全年齢 4,406 2.7  11.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6  5.1  11.1  46.5  386.9  

3-5 732 1.8  6.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5  4.0  7.2  25.1  106.1  

6-7 734 2.2  7.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6  4.3  8.1  40.4  91.8  

8-9 728 2.6  16.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5  4.2  9.0  37.2  386.9  

10-11 703 2.4  7.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5  5.0  11.5  36.0  90.7  

12-14 743 3.3  12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7  6.6  17.0  57.2  210.0  

15-17 766 3.9  15.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7  9.1  17.1  66.8  220.6  

女

性 

全年齢 4,572 1.8  6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2  4.0  8.2  29.2  168.9  

3-5 721 1.5  4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2  3.7  7.5  19.6  49.5  

6-7 712 2.1  9.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4  4.0  7.9  24.7  168.9  

8-9 752 1.7  8.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1  2.9  5.5  32.8  164.5  

10-11 799 1.6  4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2  3.9  8.5  22.7  49.5  

12-14 811 1.8  5.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2  4.1  8.5  24.1  83.3  

15-17 777 2.3  6.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3  5.6  11.6  38.8  63.1  
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表 10：摂取者（4,100人）における性・年齢階級別のビタミンＤを含む加工食品からの 

ビタミンＤ摂取量の平均値、標準偏差及びパーセンタイル値 

（μg/日） 

性・年齢 

（歳） 

摂取者 

（人） 
平均値 

標準

偏差 

パーセンタイル値 

1 5 10 25 50 75 90 95 99 最大値 

全

体 

全年齢 4,100 5.0 13.5 0.2  0.2  0.3  0.7  1.7  3.9  10.7  19.4  58.9  386.9  

3-5 684 3.5 7.4 0.1  0.2  0.3  0.6  1.5  3.3  7.9  13.3  32.9  106.1  

6-7 684 4.5 11.6 0.2  0.2  0.3  0.7  1.7  3.6  8.6  16.5  57.1  168.9  

8-9 670 4.8 18.9 0.2  0.2  0.3  0.6  1.5  3.0  7.7  14.0  64.1  386.9  

10-11 678 4.4 8.3 0.2  0.2  0.3  0.7  1.7  3.9  11.4  19.5  37.9  90.7  

12-14 699 5.6 13.8 0.2  0.2  0.3  0.7  1.7  4.1  13.2  23.2  62.4  210.0  

15-17 685 7.0 16.8 0.2  0.2  0.3  0.7  1.9  5.9  16.0  31.5  78.0  220.6  

男

性 

全年齢 2,039 5.9 16.5 0.2  0.2  0.3  0.8  1.8  4.3  12.4  23.9  71.6  386.9  

3-5 341 3.8 8.6 0.2  0.3  0.4  0.8  1.7  3.5  7.5  13.2  32.0  106.1  

6-7 345 4.7 10.4 0.1  0.3  0.4  0.8  1.7  3.8  8.8  17.6  57.3  91.8  

8-9 336 5.7 23.7 0.2  0.2  0.4  0.7  1.8  3.7  9.8  15.0  78.5  386.9  

10-11 325 5.1 10.2 0.2  0.2  0.3  0.6  1.7  4.5  13.1  23.2  48.1  90.7  

12-14 347 7.2 17.5 0.2  0.2  0.3  0.8  1.8  5.0  17.5  31.2  70.6  210.0  

15-17 345 8.7 21.7 0.2  0.2  0.3  0.8  2.1  7.9  17.6  39.3  102.5  220.6  

女

性 

全年齢 2,061 4.1 9.5 0.2  0.2  0.3  0.6  1.5  3.5  8.9  15.7  43.3  168.9  

3-5 343 3.2 5.9 0.1  0.2  0.3  0.5  1.4  3.0  7.9  13.5  32.5  49.5  

6-7 339 4.4 12.7 0.2  0.2  0.3  0.7  1.6  3.3  8.4  14.3  51.6  168.9  

8-9 334 3.8 12.4 0.2  0.2  0.3  0.5  1.3  2.8  6.0  10.7  61.5  164.5  

10-11 353 3.7 6.1 0.2  0.2  0.3  0.7  1.5  3.6  10.0  16.0  29.5  49.5  

12-14 352 4.1 8.3 0.2  0.2  0.3  0.6  1.6  3.9  8.8  16.9  37.6  83.3  

15-17 340 5.2 9.3 0.2  0.2  0.3  0.7  1.7  5.0  13.4  22.4  48.2  63.1  

 

 ※ 過大申告と思われる回答であっても除外せずに集計したもの。 
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エ ビタミンＤを含む加工食品からのビタミンＤ摂取量が、食事摂取基準 2020

の耐容上限量を超える者の人数及び割合 

ビタミンＤを含む加工食品からのビタミンＤ摂取量が食事摂取基準 2020の

耐容上限量を超える者（以下「耐容上限量を超える者」という。）は 47人で

あった。年齢階級別にみると、比較的低い年齢層でその割合が高かった。 

 

表 11：ビタミンＤを含む加工食品からのビタミンＤ摂取量が、 

食事摂取基準 2020の耐容上限量を超える者の人数及び割合 

性別 
年齢 

（歳） 

耐容上限量 

（μg/日） 

耐容上限量

を超える者

（人） 

耐容上限量を超える者の割合（％） 

全対象者に占める割合 摂取者に占める割合 

全体   47 0.5 1.1 

男性 

3-5 30 5 0.7 1.5 

6-7 30 9 1.2 2.6 

8-9 40 7 1.0 2.1 

10-11 60 3 0.4 0.9 

12-14 80 3 0.4 0.9 

15-17 90 4 0.5 1.2 

女性 

3-5 30 4 0.6 1.2 

6-7 30 6 0.8 1.8 

8-9 40 5 0.7 1.5 

10-11 60 0 0.0 0.0 

12-14 80 1 0.1 0.3 

15-17 90 0 0.0 0.0 

  

※ 過大申告と思われる回答であっても除外せずに集計したもの。 
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オ 耐容上限量を超える者における年齢階級別、食品群別のビタミンＤを含む

加工食品からのビタミンＤ摂取量 

 ビタミンＤ摂取量が最も多い食品群は「サプリメント類」であった。 

 

表 12：耐容上限量を超える者における年齢階級別、食品群別の 

ビタミンＤを含む加工食品からのビタミンＤ摂取量 

（μg/日） 

年齢 

（歳） 

耐容上限量

を超える者 

（人） 

総量 

サプリ 

メント

類 

菓子類 
乳製品

類 

シリアル

類 

粉末飲料 

・粉末 

スープ類 

ゼリー 

飲料類 

その他の 

飲料類 

全年齢 47 88.2 33.3 5.0 12.1 5.9 6.8 15.3 9.7 

3-5 9 51.6 18.8 4.5 8.2 3.8 3.7 6.9 5.7 

6-7 15 67.8 34.6 3.4 8.6 2.8 6.3 6.4 5.7 

8-9 12 105.8 34.7 2.8 15.0 8.0 6.2 27.5 11.6 

10-11 3 76.3 44.5 3.4 12.0 3.6 2.5 5.6 4.5 

12-14 4 127.0 45.9 9.9 17.0 11.6 11.0 18.7 12.8 

15-17 4 164.8 35.6 15.3 20.6 12.5 17.1 34.6 29.1 

 

※ 過大申告と思われる回答であっても除外せずに集計したもの。 
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（４） ビタミンＤを含む加工食品の摂取者における意識等 

ア 食品群別摂取者におけるビタミンＤを含む加工食品摂取の際の栄養成分

摂取に対する意識の有無 

 「サプリメント類」の摂取者では、「ビタミンＤを摂ることを意識して食べ

た」と回答した者の割合が最も高く、その他の食品群の摂取者では、いずれに

おいても「栄養成分は特に意識せずに食べた」と回答した者の割合が最も高か

った。 

 

表 13：食品群別摂取者におけるビタミンＤを含む加工食品摂取の際の 

栄養成分摂取に対する意識の有無 

選択肢 

サプリ 

メント類 
菓子類 乳製品類 シリアル類 

粉末飲料・ 

粉末スープ

類 

ゼリー 

飲料類 

その他の 

飲料類 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

ビタミンＤを摂る

ことを意識して食

べた 

340 40.1 145 10.5 177 9.7 169 7.0 189 12.5 164 18.7 131 18.0 

ビタミンＤ以外の

栄養成分（カルシ

ウムなど）を摂る

ことを意識して食

べた 

176 20.8 241 17.5 486 26.6 379 15.7 421 27.9 161 18.4 162 22.3 

ビタミンＤとその

他の栄養成分の両

方を摂ることを意

識して食べた 

162 19.1 188 13.6 249 13.6 355 14.7 278 18.4 172 19.7 152 20.9 

栄養成分は特に意

識せずに食べた 
170 20.0 805 58.4 918 50.2 1,514 62.6 623 41.2 378 43.2 283 38.9 

食品群別 

摂取者数 
848 100.0 1,379 100.0 1,830 100.0 2,417 100.0 1,511 100.0 875 100.0 728 100.0 
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イ 食品群別摂取者におけるビタミンＤを含む加工食品を摂る理由 

「サプリメント類」、「乳製品類」、「ゼリー飲料類」及び「その他の飲料

類」の摂取者では、「健康のため」と回答した者の割合が最も高く、「粉末飲

料・粉末スープ類」の摂取者では「成長のため」と回答した者の割合が、「菓

子類」及び「シリアル類」の摂取者では「特に理由はない」と回答した者の割

合が最も高かった。 

 

表 14：食品群別摂取者におけるビタミンＤを含む加工食品を摂る理由 

選択

肢 

サプリ 

メント類 
菓子類 乳製品類 シリアル類 

粉末飲料・ 

粉末スープ

類 

ゼリー 

飲料類 

その他の 

飲料類 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

健康のため 334 39.4 249 18.1 728 39.8 531 22.0 334 22.1 201 23.0 220 30.2 

栄養不足が心配

なため 
219 25.8 240 17.4 240 13.1 408 16.9 236 15.6 164 18.7 138 19.0 

体質を改善させ

るため 
48 5.7 60 4.4 104 5.7 91 3.8 61 4.0 50 5.7 54 7.4 

成長のため 131 15.4 156 11.3 277 15.1 257 10.6 409 27.1 84 9.6 63 8.7 

ダイエットの 

ため 
21 2.5 38 2.8 30 1.6 39 1.6 27 1.8 30 3.4 25 3.4 

体力の強化の 

ため 
24 2.8 52 3.8 43 2.3 46 1.9 85 5.6 88 10.1 47 6.5 

学力向上のため 4 0.5 26 1.9 11 0.6 23 1.0 19 1.3 17 1.9 21 2.9 

競技力向上の 

ため 
4 0.5 26 1.9 15 0.8 13 0.5 31 2.1 60 6.9 15 2.1 

病気の予防の 

ため 
23 2.7 11 0.8 66 3.6 18 0.7 18 1.2 20 2.3 26 3.6 

特に理由はない 40 4.7 521 37.8 316 17.3 991 41.0 291 19.3 161 18.4 119 16.3 

食品群別 

摂取者数 
848 100.0 1,379 100.0 1,830 100.0 2,417 100.0 1,511 100.0 875 100.0 728 100.0 
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ウ 摂取者における「栄養を強化した食品」を購入するときの情報源 

「栄養を強化した食品」を購入するときの情報源は、「インターネット」と

回答した者の割合が最も高かった。 

 

表 15：摂取者における「栄養を強化した食品」を購入するときの情報源 

「栄養を強化した食品」を購入するときの情報源

（複数回答可） 
人 ％ 

インターネット  2,080 50.7 

店頭（商品棚のＰＯＰやポスターなど)  1,761 43.0 

テレビ(ＣＭを含む)  1,268 30.9 

製品パッケージ  956 23.3 

友人・知人  701 17.1 

家族  592 14.4 

ＳＮＳ 583 14.2 

新聞・雑誌・広告 305 7.4 

ラジオ(ＣＭを含む)  115 2.8 

医師・薬剤師・栄養士  111 2.7 

スポーツクラブのコーチ  70 1.7 

学校の教員  68 1.7 

メーカーに問い合わせる 65 1.6 

その他 39 1.0 

摂取者数 4,100   
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調査３ 事業者におけるビタミンＤを含む加工食品の利用状況等に関する調査 

１ 調査方法 

（１） 調査対象 

「調査１ ビタミンＤを含む加工食品に関する製品情報調査」において集計

された「ビタミンＤを含む加工食品」を製造する事業者に対し、次の項目につ

いて調査を行った。 

 

（２） 調査項目 

・ 食品群別にビタミンＤを含む加工食品にビタミンＤを含有させた理由（製

品表示の有無は問わない） 

・ 食品群別にビタミンＤを含む加工食品の主なターゲット層（製品表示の有

無は問わない） 

・ ビタミンＤを含む加工食品の購買層の把握状況 

・ ビタミンＤを含む加工食品のビタミンＤ含有量の設定根拠 

・ 「未成年者の摂取方法」又は「（年齢問わず）1日当たりの摂取量」に関

する消費者からの問合せ状況 

・ 消費者の適正な製品の摂取のための企業の取組状況 
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２ 調査結果 

「調査１ ビタミンＤを含む加工食品に関する製品情報調査」において集計さ

れたビタミンＤを含む加工食品を製造する事業者 25 社に対し、調査を行った結

果、20社から回答を得た。なお、複数回答可の設問においては、１社１回答を１

ポイントとして集計した。 

 

（１） 食品群別のビタミンＤを含む加工食品にビタミンＤを含有させた理由 

 ビタミンＤを含有させた理由は、「総合的な栄養補助」が最も多かった。 

 

表 16：食品群別のビタミンＤを含む加工食品にビタミンＤを含有させた理由 

（食品群別に複数回答可） 

食品群 

製品有と 

回答した 

企業数 

総合的な 

栄養補助 
骨形成 筋力維持 免疫維持 

食品群別の 

回答総数 

サプリメント類 7 社 6 5 3 3 17  

穀類 3 社 3 1 0 0 4  

乳製品類 7 社 5 5 0 0 10  

菓子類 5 社 4 3 1 1 9  

飲料類 12 社 8 8 2 1 19  

病院向け食品 2 社 2 0 0 0 2  

回答合計数   28 22 6 5   

 

 

（２） 食品群別のビタミンＤを含む加工食品の主なターゲット層 

主なターゲット層は「30～49歳」、「50～64歳」及び「65歳以上」が多

く、３～17歳の未成年者（幼児、小学生、中高生）をターゲットにした「サ

プリメント類」はなかった。 

 

表 17：食品群別のビタミンＤを含む加工食品の主なターゲット層 

（食品群別に複数回答可） 

食品群 
製品有と 

回答した 

企業数 

幼児 小学生 中高生 
18～

29歳 

30～ 

49歳 

50～ 

64歳 

65歳 

以上 

全年

齢層 

食品群別の

回答総数 

サプリメント類 7 社 0 0 0 5 5 6 6 1 23  

穀類 3 社 1 1 0 1 1 1 0 2 7  

乳製品類 7 社 0 0 0 1 2 2 2 5 12  

菓子類 5 社 1 2 2 3 3 2 2 2 17  

飲料類 12 社 1 4 4 6 6 6 6 2 35  

病院向け食品 2 社 0 0 0 0 0 0 1 1 2  

回答合計数   3 7 6 16 17 17 17 13   
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（３） ビタミンＤを含む加工食品の実際の購買層の把握状況 

実際の購買層の把握状況は、「把握している」が 19社（95％）であった。 

 

表 18：ビタミンＤを含む加工食品の実際の購買層の把握状況 

ビタミンＤを含む加工食品の実際の購買層の把握状況 回答企業数 

把握している 19 社 

把握していない 1 社 

 

（４） ビタミンＤを含む加工食品のビタミンＤ含有量の設定根拠 

ビタミンＤ含有量の設定根拠は、「栄養素等表示基準値」が最も多かった。 
 

表 19：ビタミンＤを含む加工食品のビタミンＤ含有量の設定根拠 

ビタミンＤを含む加工食品のビタミンＤ含有量の設定根拠 

(複数回答可) 
回答企業数 

栄養素等表示基準値 17 

栄養機能食品の下限値及び上限値 12 

食事摂取基準 11 

ヒトを対象とした研究結果 4 

海外で販売されている製品とその表示 2 

その他 1 

 

（５） 「未成年者の摂取方法」又は「（年齢問わず）1日当たりの摂取量」に

関する消費者からの問合せ状況 

消費者から「問合せを受けたことがある」のは、19社（95％）であった。 

また、具体的な問合せ内容は「どのくらいの量を摂取すればよいか」が最も

多かった。 

 

表 20：「未成年者の摂取方法」又は「（年齢問わず）1日当たりの摂取量」に

関する消費者からの問合せ状況 

「未成年者の摂取方法」又は「（年齢問わず）1日当たりの 

摂取量」に関する消費者からの問合せ状況 
回答企業数 

問合せを受けたことがある 19 社 

問合せを受けたことがない 1 社 

具体的な問合せ内容（複数回答可） 回答企業数 

どのくらいの量を摂取すればよいか 15 

何歳から摂取してよいか 14 

どのくらいの量まで摂取しても大丈夫か 12 

飲み合わせが良くないものはあるか 9 

その他 4 

具体的な回答は差し控えたい 3 
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（６） 消費者の適正な製品の摂取のための企業の取組状況 

企業が取り組んでいることは、「製品パッケージの見やすい部分に摂取目安

量を掲載している」が最も多く、15ポイントであった。 

 

表 21：消費者の適正な製品の摂取のための企業の取組状況 

企業が消費者の適正な製品の摂取のため取り組んでいること 

（複数回答可） 
回答企業数 

製品パッケージの見やすい部分に摂取目安量を掲載している 15 

ウェブサイトに「よくある質問」や「摂取方法」のページを作成し、

適正な製品摂取に関する情報を掲載している 
11 

パンフレットやイベント、講演等を通じて、適正な製品の摂取に関す

る情報提供活動を実施している 
7 

その他 3 

具体的な回答は差し控えたい 2 
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Ⅲ．検討会における議論 

１ 未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品の摂取状況 

調査２の結果は、自己申告による摂取量と表示値に基づき算出された推計値で

はあるが、３～17歳の未成年者において、ビタミンＤ摂取量が性・年齢階級別の

耐容上限量を超える者がいることが分かった。 

栄養素等表示基準値は、国民の健康の維持増進を図るために示されている 18歳

以上の栄養成分の摂取量の基準を性及び年齢階級ごとの人口により加重平均した

値である。食事摂取基準 2020に基づくと、栄養素等表示基準値を引き上げる見直

しについては、慎重に検討されるべきと考えられた。 

 

 

２ その他委員からの指摘事項 

今回の調査結果を検討する中で、委員から以下のような指摘があった。 

（１） 未成年者の「ビタミンＤを含むサプリメント類」の摂取による過剰摂取

となる可能性についての情報発信 

３～17 歳の未成年者において、ビタミンＤ摂取量が耐容上限量を超える者の

摂取状況をみると、「サプリメント類」からの摂取が多かった。一方、多くの事

業者において「ビタミンＤを含むサプリメント類」は、未成年者をターゲットと

していないことから、保護者が、食品関連事業者が成人をターゲットに製造して

いる製品を未成年者に摂取させていることが十分に考えられた。 

未成年者におけるビタミンＤ摂取は、一般食品から摂ることが基本であるこ

と、また、今回の調査結果から、３～17 歳の未成年者の「ビタミンＤを含むサ

プリメント類」の摂取は、形状の観点から過剰摂取となりやすい可能性があるこ

との情報発信が必要との意見が挙げられた。 

なお、今回の調査は、ビタミンＤを含む加工食品の摂取状況の把握を目的とす

ることから、通常の食物からのビタミンＤ摂取量は調査していない。本調査の結

果に加えて、通常の食物からの摂取量を考慮して、1日の摂取量を考えると、耐

容上限量を超える者は増えると考える。 
 

（参考）通常の食物からの摂取量 

ビタミンＤの摂取量の平均値（厚生労働省：令和元年国民健康・栄養調査） 

男性 １～６歳 4.1μｇ、7～14歳 5.6μｇ、15～19歳 5.9μｇ 

女性 １～６歳 3.4μｇ、7～14歳 5.8μｇ、15～19歳 5.3μｇ 

 

 

（２） ビタミンＤを含む加工食品における栄養素等表示基準値に占める割合の

表示の推奨 

ビタミンＤを含む加工食品に栄養素等表示基準値に対する割合を表示するこ

とは、消費者が過剰摂取を回避する上で有効と考える。このことから、栄養機

能食品に限らずビタミンＤを含む加工食品は栄養素等表示基準値に対する割合

を表示することが望ましい。ただし製品の表示スペースは限られていることか

ら、消費者の視認性を高める上で、これらの任意の情報はウェブサイト上で公

開する等の便宜が必要であるとの意見が挙げられた。 
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また、栄養素等表示基準値の算出根拠及び適応対象は 18歳以上である。未成

年者の過剰摂取を防止する観点では、食事摂取基準における未成年者の目安量

に占める割合を表示する等、消費者が理解しやすい表示の工夫が必要と考える。 

 

（３） 栄養機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分）における 1 日当たりの摂取

目安量当たりのビタミンＤの取扱い 

栄養機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分）、機能性表示食品及び一般食品で

は、ビタミンＤの表示値が「栄養機能食品（ビタミンＤ）」の上限値である 5.0

μgを超える製品が複数みられた。 

栄養機能食品は、食品表示基準に基づく表示を行うことで、国への申請や届出

の必要がなく、事業者の責任において当該栄養成分の機能の表示ができる制度

である。このことから、「栄養機能食品（ビタミンＤ以外の栄養成分）」において

も、「栄養機能食品（ビタミンＤ）」の上限値を超えないことが必要と考える。ま

た、栄養機能食品の表示について、一部製品において後面に表示された製品がみ

られたが、同じ栄養成分の含有量が多い食品を複数同時に摂取するリスクを回

避するため、容器包装の前面等の目立つところに表示することが望ましいと考

える。 

許可制である「特定保健用食品」及び届出制である「機能性表示食品」につい

ては、「栄養機能食品（ビタミンＤ）」の上限値を勘案した製品設計や、栄養素等

表示基準値に対する割合を表示することが望ましいと考える。 

「一般食品」は栄養成分の機能の表示はないものの、前述同様に「栄養機能食

品（ビタミンＤ）」の上限値を勘案した製品設計や、栄養素等表示基準値に対す

る割合を表示することが望ましいとの意見が挙げられた。 

 

 

３ 本調査の留意点   

 今回の未成年者における摂取状況調査は、約 9,000 人の未成年者を調査対象者

とし、ビタミンＤを含む加工食品の摂取状況を明らかにしたものであり、過去に

類を見ない調査となったが、いくつかの留意点がある。 

第一に、回答内容について十分な確認ができなかったため、過大申告と思われ

る回答が含まれている結果となっている。そのため、本調査の結果は未成年者に

おけるビタミンＤを含む加工食品の摂取状況の傾向を一定程度捉えているものの、

摂取状況の実態を正確に捉えているとまではいえない。第二に、今回のアンケー

トは、ビタミンＤを含む加工食品の摂取状況を把握した調査であるため、同時に

通常の食品からの摂取量を評価できず、１日のビタミンＤ摂取総量を推計するこ

とができなかった。 

以上から、本調査の結果により、未成年者におけるビタミンＤを含む加工食品

の摂取量及び１日のビタミンＤ摂取総量を正確かつ定量的に把握することは困難

であり、ビタミンＤの摂取状況をより正確に把握する場合には、詳細な調査が必

要であると考えられる。 
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